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成
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
管
金
は
か
か
り
ま
す
が

そ
の
面
倒
は
組
合
で
粂
部
み
る

對
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
焼
却
腸

が
な
い
の
で
、
川
や
公
何
地
に

勝
手
に
糞
ミ
を
拾
て
ら
れ
閥
っ

て
い
ま
し
た
か
、
本
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
、
散
地
が
き
ま

り
し
だ
い
禰
工
、
九
川
末
ま
で

に
は
定
成
す
る
こ
と
に
な
肌
、

炉
は
一
日
約
五
ト
ン
の
焼
却
能
力

を
も
つ
も
の
で
、
将
来
は
ゴ
ミ

が
ふ
え
る
こ
と
を
予
想
し
、
煙

突
を
十
少
焼
却
す
る
能
力
を
も

町
の
街
さ
ん
か
ら
期
待
を
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

討
剛
に
よ
れ
ば
、
予
算
約
四

両
刀
川
で
、
上
肢
は
幌
牡
鉄
什

下
旬
に
は
荊
工
し
、
九
月
末
光

成
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

桑
田
厚
生
課
長
の
話
Ⅱ
赦
地

も
き
ま
り
か
け
て
お
り
、
予
定

11
壁
お
り
工
側
は
近
い
で
し
ょ
う

公
打
地
で
、
チ
ョ
ッ
ト
で
も
空

っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
倣
地
か
き
ま
り
し
だ

い
投
計
に
と
り
か
か
り
、
六
川
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｜
｜
至
金
不

【
育
す
う
セ
ン
タ
ー
の
位
腫
図
〕

ゴ
ミ
焼
却
炉
を
新
設

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

約
四
百
万
円
で
九
月
未
完
成
予
定

地
が
あ
れ
ば
ゴ
ミ
で
埋
ま
っ
て

し
ま
、
、
ほ
ん
と
う
に
剃
り
ま

し
た
。
破
地
が
き
ま
り
か
け
て

お
り
、
工
製
も
Ⅲ
洲
に
進
む
と

つ
も
り
で
す
か
ら
よ
ろ
し
く
願

い
ま
す
。

二
至

銅
獅
榊

一
割
畢
迦

》
》
や
《

の
②
③
④

フ
画

衿
》
》

二
３
｜
一

一
一
一

口

参
盛

五
所
川
原
、
金
木
、
中
里
の

一
市
二
町
に
ま
た
が
る
小
田
川

地
区
土
地
改
良
事
業
の
国
桝
分

で
あ
る
小
田
川
ダ
ム
お
よ
び
幹

線
用
水
路
な
ど
の
実
施
設
計
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
二
ヶ

年
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
る
こ
と

思
い
ま
す
か
ら
ひ
と
安
心
で
す

〔
ト
ッ
パ
ン
…
ゴ
ミ
焼
却
炉
の

で
き
あ
が
り
予
想
図
〕

水
利
団
体
で
申
請
人
会

ｉ
Ｉ
：
：
一
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
前
説
の
方
が
一
般
的
で
し
一

よ
う
ｏ

こ
の
月
に
は
い
ろ
い
ろ
な
行
那
が
あ
り
ま
す
。
屯
波
の
日
、

気
象
記
念
日
、
虫
歯
予
防
デ
ー
、
計
吐
の
円
、
時
の
記
念
Ⅱ

六
Ｍ
の
こ
と
を
む
か
し
か
ら
〃
み
な
つ
き
〃
と
い
い
、
ま
す
。

し
か
し
こ
の
呼
び
名
は
Ⅲ
暦
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
む
し
ろ

い
ま
の
八
月
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
股
業
用
語
一

ーー■b■F■■■■■■巳■■｡■ﾛ■■■■■■q■■一一 凸
・
■
■
■
■
■
■
。
、
■
■

6 月の解説
鋤
田
副
土
改
事
業
の
実
現
期
す

一一凸■■■一一q■●■ーｲ■■■■凸8■ーー

おヤュ泌

斗“曇筆 で
〃
水
無
し
〃
〃
す
な
わ
ち
Ⅲ
六
川
は
一
年
中
で
一一

い
ち
ば
ん
堺
熱
の
き
び
し
い
時
で
、
日
照
り
か
つ

づ
き
、
深
川
の
清
水
も
か
れ
て
し
ま
う
と
さ
え
い

わ
れ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
旧
五
月
（
さ
つ
き
）
の
田
柚
え
、

草
と
り
な
ど
、
展
小
の
大
半
を
〃
み
な
し
つ
く
し

た
。
…
・
・
す
な
わ
ち
み
な
つ
き
〃
と
い
う
と
も

＆い‘－

鑿《

会
を
結
成
し
、
こ
の
群
業
を
促

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
諭
人
会
は
、
三
市
町
の

関
係
地
域
（
小
田
川
地
区
）
の

土
地
改
良
区
お
よ
び
水
利
団
体

の
代
表
者
三
十
八
名
で
樅
成
し

当
日
は
、
柳
谷
県
土
地
改
良
糾

長
補
佐
、
工
藤
北
地
方
股
林
珊

務
所
管
理
係
長
、
成
田
中
里
経

済
課
長
、
藤
森
五
所
川
原
股
林

商
工
探
長
補
佐
等
が
来
賛
と
し

て
出
席
、
ダ
ム
建
投
促
進
協
議

会
長
（
金
木
町
長
）
が
、
招
集

者
と
し
て
の
挨
拶
、
工
藤
辨
務

局
長
（
金
木
町
企
側
宗
長
）
か

ら
経
過
報
併
の
あ
っ
た
の
ち
、

木
立
金
木
土
地
改
良
区
則
堺
腔

か
識
艮
と
な
っ
て
、
規
約
を
脱

案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
役

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

こ
の
川
は
以
上
の
案
件
の
ほ

か
①
土
地
改
良
区
未
段
睡
の
件

②
土
地
改
良
区
の
仰
細
成
の
件

な
ど
を
群
議
す
る
予
定
で
し
た

が
叩
術
人
会
の
内
部
組
細
と
し
一

て
専
門
部
会
を
お
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
州
会
し
ま
し
た

役
凸
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
木
立
比
五
郎
（
金
木

土
改
区
理
州
腿
）
、
側
会
災

藤
森
源
太
郎
（
中
川
土
改
区
理

堺
反
）
、
副
会
腿
鍋
田
附
雄

（
中
里
土
改
区
理
伽
長
）

木
立
申
請
人
会
長
の
話
Ⅱ
こ
の

堺
業
は
、
関
係
受
益
者
一
丸
と

な
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
今
後
は
申
諦
人
会
も
一

役
間
い
、
末
端
ま
で
本
年
度
の

趣
旨
を
徹
底
さ
せ
、
ス
ム
ー
ス

に
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
併
様

に
は
、
何
分
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
上
げ
ま
す
。
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函
十
笂

辰
薬

一
盈

庖
面
、
一
一
三
一
三
℃
民
間
、
二
一
三
一
・
．
島
国
、
一
二
三
Ｌ
圃
可
三
三
』
Ｌ
■
、
『
三
一
三
Ｌ
■
■
面
一
二
瓠

姪
一
一
Ｌ
■
団
二
三
勵
幽
可
三
三
偽
醐
、
一
三
三
画
恩
一
一
三
言
■
■
・
一
三
盲
■
、

（月）雌皮の日、気象記念日、写真J)1.1
計吐週間（7日まで）

全国安全週間雌術剛間（6月''1）
股薬危笘防|t運動（6月中旬まで）

（木）:歯の衛生週間（10日まで）

（土）芒駆〔ぼうしゅ）

（日）計皿記念日

（水）時の記念日

（木）入梅

（日）父の日、夏の健康を守る通勤｢7月
20日まで）

（月）夏至（けし＝展が一番長く皮が一
番短い日）

（火）救らいの日、全国小，中学校学力
調査の日（小学校は23日だけ、中学校は
23日と24日の剛日）

1
慨
卒
な
股
楽
を
混
用
す
べ
か
ら
ず

防
除
の
さ
い
は
マ
ス
ク
や
手
袋
を
は
ず
す
べ
か
ら
ず

一
人
で
長
時
間
の
連
続
作
業
を
す
べ
か
ら
ず

よ
ご
れ
た
衣
服
や
器
其
は
放
っ
て
お
く
べ
か
ら
ず

使
川
す
み
容
器
の
始
末
、
残
っ
た
薬
の
保
管
は
ゆ
る

が
せ
に
す
べ
か
ら
ず

岻
搬
繩
の
腱
薬
杢
つ
か
う
べ
か
ら
ず

ヲ
ベ
ル
や
純
明
岱
の
記
赦
小
噸
を
沈
み
藩
と
す
べ
か

ら
ず

特
定
物
を
ま
い
た
と
き
は
、
公
示
を
怠
る
べ
な
ら
ず

凸

収
極
前
の
使
用
禁
阯
側
を
破
る
べ
か
ら
ず

折
定
股
繁
な
ど
は
、
乱
川
す
べ
か
ら
ず
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一
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グ
酢
や
ｆ
中

美
【
写
真
Ⅱ
某
製
奮
工

；脇し
か
っ
た
函
舘

旅
館
の
メ
シ
は
家
よ
り
ま
づ
い

金
木
小
竿
校

ハ
年
二
組

菊
地
真
幸

この棚は、

lli｢のみなさ

んの峻場で

､す。どなた

,でもご利用

ください。

ご返1下か必

要な場合は

"町民のﾉ:i"

の棚をご利

用願います

森よ おた

食
邪
は
、
日
の
出
旅
館
と
似

も
の
ば
か
り
で
、
家
の
よ
り

い
し
く
な
か
っ
た
。

あ
し
た
は
、
家
へ
帰
る
の
で

く
れ
た
。
・

つ
ぎ
の
日
、
船
に
乗
っ
て
隊

へ
む
か
っ
た
。
青
森
に
つ
い 【

写
真
Ⅱ
函
館
山
の
口
ｌ
プ
ウ
エ
ー
】

四
月
．
一
日
．
岡
埼
に
て

昨
年
は
工
場
を
見
せ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
ア
ッ

サ
リ
見
せ
て
く
れ
た
。
・

近
代
工
場
の
代
表
的
な
工
場

だ
け
に
、
行
き
と
ど
い
て
い

る
。
で
も
大
工
場
は
大
工
場
な

り
に
、
冷
た
い
気
も
し
た
。
大

工
場
に
は
就
職
希
望
も
多
い
が

離
職
者
も
多
い
。
そ
の
反
面
、

小
工
場
に
は
、
、
小
工
場
な
り
の

昨
年
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

交
通
公
社
の
ふ
か
い
な
さ
に
、

あ
き
れ
る
。
二
十
分
も
い
ら
な

い
時
間
を
く
う
。
つ
か
れ
る
こ

と
お
び
た
だ
し
い
。

今
年
の
連
中
は
仲
女
懐
亜
で

車
中
で
も
、
む
や
み
に
食
べ
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、
家
庭

で
の
し
つ
け
が
物
を
言
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

同
日
午
後
、
名
古
屋
駅
で
引

き
渡
す
。
ホ
ッ
ト
す
る
。
《

て
、
が
森
か
ら
弘
前
ま
で
汽
車

で
い
っ
た
。
弘
前
か
ら
五
所
川

原
ま
で
、
三
山
昭
鉄
君
な
ど
と

い
っ
し
ょ
に
す
わ
っ
た
。
、

五
所
川
脱
か
ら
金
木
駅
に
つ

い
て
み
た
ら
、
み
ん
な
の
お
か

あ
さ
ん
た
ち
が
、
む
か
え
に
き

屯
っ
と
ほ
し
い
日
数

負
担
と
な
る
饅
別
の
荷
物

蕊
蝿

い
に
ガ
ラ
ガ
ラ
な

気
分
で
座
っ
て
い
、

最
後
の
名
古
屋
Ｉ
東
京
間

は
、
急
行
の
一
等
。
少
し
で
も

つ
か
れ
か
と
れ
る
と
思
っ
た
の

が
、
大
間
違
い
で
あ
っ
た
つ
か

え
っ
て
、
混
ん
で
い
る
の
だ
。

車
中
に
て
具
合
が
悪
く
な
り
、

熱
海
駅
に
て
下
車
。
し
ば
し
息

を
つ
く
。

東
京
行
、
各
駅
停
車
の
一
等

に
乗
る
。
こ
れ
が
、
う
そ
み
た

四
月
二
日
東
海
道
線
に
て

大
阪
Ｉ
東
求
、
東
京
１

名
古
承
、
名
古
屋
ｌ
ｌ
東
京
、

と
全
部
立
ち
っ
ぱ
な
し
。

不
便
な
点
も
あ
る
が
、
暖
か
み

か
あ
る
よ
う
だ
。

西
加
茂
郡
の
某
工
場
で
は
、

当
校
よ
り
三
年
越
し
で
、
二
十

数
名
の
就
職
生
を
出
し
て
い
る

が
、
一
街
も
離
職
者
が
出
な
か

っ
た
が
、
わ
か
る
よ
う
な
気
も

す
る
。

て
い
た
・

ぷ
じ
に
紬
っ
て
き
た
こ
と
を

よ
ろ
こ
ん
で
、
先
生
と
話
し
を

し
て
い
た
人
が
い
た
。

そ
れ
か
ら
注
意
を
き
い
て
、

か
い
さ
ん
し
た
。

’一一

社
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
助
か
る
。
遡
車
に
乗

っ
て
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
三
十
分
も

か
か
る
と
こ
ろ
を
、
五
分
位
で

行
け
る
の
だ
か
ら
あ
り
が
た
い

は
じ
め
て
の
時
だ
っ
た
が
、

会
社
か
ら
、
次
の
会
社
ま
で
タ

ク
シ
ー
で
行
っ
た
ら
六
百
円
も

と
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
の
顔
を
み

て
、
グ
ル
グ
ル
回
さ
れ
た
と
思

う
。
今
は
馴
れ
た
の
で
、
そ
の

手
に
は
乗
ら
な
く
な
っ
た
が
、

四
月
三
日
都
内
に
て

郁
内
に
入
る
と
一
日
に
、
七

社
ぐ
ら
い
回
わ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
今
日
一
日
と
、
明
日
の
半

日
で
大
体
十
社
位
の
見
当
を
つ

け
る
。束
京
に
は
、
山
手
線
が
あ
る

か
ら
本
当
に
便
利
だ
。

中
に
は
気
の
き
い
た
会
社
が

あ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
不
案
内
を

知
っ
て
、
自
家
用
車
で
次
の
会

ラ
、
ウ
ッ
ラ
。
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後
、
雑
草
が
発
生
し
た
ら
倒
伏
し
や
す
く
、
実
い
が
一

一
機
械
除
草
を
行
な
う
。
そ
悪
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
伽

Ⅱ叩
二
一
一
言
・
″
刀
、
三
言
１
て
ｆ
皇
言
与
〃
、
ぐ
・
一
三
一
竜
〃
２
１
三
可
″
刀
、
一
三
吉
・
や
ｆ
ｆ
皇
皇
軍
″
、
で
三
二

。
〃
■
０
二
三
一
壱
匹
■
タ
皀
刀
年
、
二
三
一
言
・
ロ
ー
〃
、
ク
ロ
、
二
三
一
吉
ｈ
〃
、
ク
ョ
Ｂ
二
一
二
一
言
』
宮
夕
込
〃
ロ
、
二
三
一
『
言
○
夕
宮
、
〃
百
口
二
一
二
一
言
Ｌ
■
夕
、
夕
■
、
二
一
二
一
言
。
Ｂ
〃
Ｌ
口
々
、
二
一
二
一
言
や
幸
〃
、
夕
迅
二
二
一
一
一
言
ロ
ク
込
夕
■
、
二
壽
一
吉
Ｌ
″
、
夕
矼
画
二
二
一
言
Ｂ
ク
ニ
■

》

熊
襲
雛
蕊
”
訓
騨
鮒
購
溌
順
蒻
蛎
霊
ゞ

一
●
苗
代
跡
の
雅
理
さ
れ
ま
す
の
で
畔
に
鉱
を
付
け
山
）
ヨ
ト
ウ
ガ
な
ど
が
多

六
月
は
田
栖
え
を
終
り

苗
代
跡
を
裟
理
し
、
本
田

の
補
植
、
除
草
剤
の
撤
細

畦
畔
や
水
口
の
雛
理
な
ど

の
田
植
え
の
後
仕
末
と
、

こ
れ
か
ら
の
竹
理
の
段
取

り
の
仕
亦
が
残
っ
て
い
ま

す
。
今
月
は
次
の
こ
と
が
ら

に
注
意
し
て
仕
郡
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

●
稲
作
り
の
省
力
は
除

草
剤
で
…
・
・
…
・
使
用
は

確
実
に

田
柿
え
後
七
日
位
た
っ

て
苗
が
根
付
い
た
ら
、
ｒ

Ｃ
ｒ
粒
剤
（
二
五
％
）
か

復
合
除
車
剤
（
パ
ム
コ
ン

マ
ノ
ヅ
ク
粒
剤
）
を
撤
粒

機
で
一
○
ア
ー
ル
当
り
三

キ
ロ
ま
く
。
そ
の
他
の
除
草

剤
に
つ
い
て
も
薬
剤
の
特

性
を
把
握
し
て
違
い
の
な

い
使
い
方
を
す
る
。
使
用

一

畑
苗
代
は
堆
厩
肥
を
光
分
に

施
し
て
、
跡
作
を
実
施
す
る
。

保
温
折
衷
苗
代
跡
に
は
極
力
田

植
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
畦
畔
や
水
口
へ
水
脆
口
の

雛
伽
田
棚
え
後
の
稲
の
生
育
は
、

水
禰
理
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
爾
で
な
い
。
畦
畔
の

『
１
凸
４
Ｊ
』
。
ｆ
》
，
ｒ
“
も
七
剣
川
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｒ
Ｕ
Ｊ
ｒ
Ｊ
・
〃
１
１
呵
Ｉ
０
Ｌ
Ｖ
ウ
ー
幸
、
ｑ
：
ロ
－
〕
ノ
０
イ
．
〃
ｒ
‐
劃
〃
例
バ
ヨ
〆
》
岫
即

畑
苗
代
は
堆
慨
肥
を
允
分
に
ま
し
よ
う
。

施
し
て
、
跡
作
を
実
施
す
る
。
●
深
刷
追
肥
お
緋
側
し
て
い
椛
吋
蝿
郷
Ⅷ
燕
・
睡
却
兼
ゞ
獄
や

保
温
折
衷
苗
代
跡
に
は
極
力
川
る
水
田
は
、
初
め
推
打
が
怨
刈
一

・
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｈ
Ｉ
１
１
一
一

棚
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
唯
畔
や
水
口
、
水
朏
口
の
岬
融
鯏
織
噺
罹
耐
旧
仙
臆
一
恥

雛
附
さ
い
。

田
械
え
後
の
稲
の
生
行
は
、
●
実
グ
サ
レ
、
株
ク
サ
侭

［
Ｍ
Ｈ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
］
実
妹
弛
処
蠅
株
グ
サ
レ
は
：
《

水
禰
即
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
地
雨
で
な
い
。
雌
畔
の

～
く
く
ｆ
ｌ
７
１
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
～
～
Ｉ
～
１
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
摘
み
と
っ
て
三
○
純
以
上
川

の
深
さ
に
即
め
ま
し
よ
う
一

六
月
の
農
作
業
・
繍
鵬
藩
花
七
日
側
か
ら
一
つ
”

成
り
嫡
果
を
始
め
、
落
花
一Ⅱ

後
二
十
五
日
目
頃
ま
で
に
州

撚
備
分
散
糊
慨
や
水
口
変
更
、
本
埜
一
枚
の
と
き
間
引
ホ
ー
仕
上
げ
の
摘
果
を
終
る
。
一

水
温
が
商
ま
る
よ
う
に
工
夫
し
を
使
っ
て
間
切
を
行
な
い
、
本
摘
果
の
強
さ
は
、
紅
玉
、
川

て
、
生
育
の
促
進
に
つ
と
め
て
鐸
幽
恥
轆
誕
柁
鮭
圭
崖
岬
輌
詞
掴
雌
稚
這
諏
野
平
卜
嘩
キ
プ
峰

下
さ
い
。

●
表
闇
追
肥
行
な
っ
て
一
本
立
に
し
ま
す
。
ン
印
度
は
四
’
五
頂
芽
一
一

分
け
つ
蛾
盛
期
の
追
肥
は
茎
間
引
が
終
っ
た
ら
早
め
に
迫
果
が
標
準
で
す
。

鞭

錘
諦
繩
蜘
小
輝
和
討
搾
蝿
一
言
４
！
一
言
．
・
４
く
二
一
一
一
言
Ｊ
１
三
壱
Ｊ
１
二
言
◇
〃
？
●
二
一
一
一
言
・
４
１
言
４
ぐ
二
一
三
・
少
で
皇
一
扇

生
育
が
よ
く
な
っ
て
墹
収
）

す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
叩

考
え
て
見
る
と
恐
ろ
し
い
気
も

し
た
。
各
社
に
は
行
け
な
い
か
ら
、

と
い
う
こ
と
を
子
供
た
ち
に
話

し
て
あ
る
の
で
、
訪
問
さ
れ
た

子
供
た
ち
は
、
一
難
に
び
っ
く

り
し
て
い
た
。
回
れ
な
い
と
こ

ろ
に
は
、
気
の
毒
だ
が
八
月
に

は
必
ら
す
回
っ
て
行
く
か
ら
と

約
束
し
て
あ
る
の
で
、
か
ま
ん

し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

函
月
四
日
北
斗
車
中
に
て

．
う
ま
い
具
合
に
（
女
中
さ
ん

へ
の
チ
ッ
プ
の
力
は
大
き
い
）

北
斗
の
キ
ッ
プ
が
手
に
入
っ
た

の
で
、
例
年
の
よ
う
に
ホ
ー
ム

に
、
四
時
間
、
五
時
間
と
並
ば

な
く
て
す
ん
だ
。
・

本
当
は
、
あ
と
二
日
程
在
京

し
て
い
る
と
、
全
部
回
れ
た
の

に
と
思
う
と
残
念
で
な
ら
な
い

が
、
同
宿
し
た
先
生
が
、
無
理

し
て
六
日
ま
で
滞
在
す
る
と
の

こ
と
。
何
か
、
打
た
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
、

車
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
を

反
省
し
て
み
た
。
思
い
が
け
な

く
立
派
で
あ
っ
た
子
供
。
涙
を

浮
か
べ
て
別
れ
た
子
供
。
．
で
も

き
っ
と
み
ん
な
立
派
に
や
っ
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
。
．
．

（
文
と
写
真
０
嘉
中
浅
木
全
ご

本
県
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力

は
、
全
国
的
な
レ
ベ
ル
に
比
べ

て
か
な
り
低
冬
と
か
、
い
や
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
と
、
口
で
言

い
争
っ
て
も
し
ょ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。全
国
い
っ
せ
い
に
、
同
じ
日

に
同
じ
問
迦
で
行
な
う
こ
の
学

力
調
査
は
、
本
県
の
子
ど
も
た

ち
の
学
力
を
知
る
唯
一
の
手
が

か
り
で
す
。
一
人
一
人
を
み
る

と
全
国
的
レ
ベ
ル
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す

妙
溌
無
鮮
陛
査

ま
せ
ん
。
全
体
的
に
み
調

て
、
本
県
は
残
念
な
が
《
“

畦
堪
淵
繩
畿
学

鋤
蕊
碑
鍜
撫
酌

す
。

一

醒
燃
》
《
淵
縦
鯛

い
る
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が

そ
れ
で
は
な
ぜ
今
ま
で
学
力
向

上
に
一
生
懸
命
に
な
れ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

三
十
六
年
度
に
始
ま
っ
た
中

学
校
二
、
三
年
生
全
員
対
象
の

こ
の
調
査
の
結
果
が
、
本
県
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
姿
を
こ

ま
か
し
よ
う
も
な
く
、
は
っ
き

り
と
映
し
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
う
の
ん
び
り
し
て
お
れ

ぱ
い
、
、
学
力
向
上
に
力
を
入
れ
！

み
ん
な
、
そ
う
考
え
ま
し
た
。

学
力
調
在
は
へ
学
力
の
婆
を

教
え
て
く
れ
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
す
。
そ
う
し
て
学
力
向
上
を

目
摺
す
本
県
の
み
ん
な
の
努
力

に
、
た
い
せ
つ
な
指
針
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

学
校
の
先
生
方
は
、
こ
の
調

査
の
結
果
を
く
わ
し
く
分
析
し

て
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の

学
得
指
導
に
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
教
育
行
政
当
局
は
、
先
生
方

の
学
習
指
導
が
う
ま
く
い

く
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

条
件
を
雛
え
て
い
き
ま
す

帽
が
、
家
庭
の
み
な
さ
ん
も

２
子
ど
も
の
学
力
向
上
は
、
’

一
学
校
の
問
題
で
あ
る
ば
か

日
り
で
な
く
、
家
庭
の
問
題

調
で
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
｝

月
て
、
先
生
方
に
協
力
し
て

６
い
た
だ
き
た
い
と
忠
い
ま
↑

す
。
こ
と
し
の
学
力
調
査
は

六
月
二
十
三
日
に
小
学
校
五
、

六
年
生
の
国
語
と
算
数
、
同
じ

く
二
十
三
日
と
二
十
四
日
に
中

学
校
二
、
、
三
年
生
の
国
語
、
数

学
、
社
会
、
理
科
、
英
語
で
、

本
県
で
は
全
校
参
加
の
も
と
に

全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
学
力

一
向
上
に
、
貿
璽
な
賢
料
を
提
供

一
し
て
く
れ
る
全
国
学
力
調
査
で

す
。
こ
と
し
も
立
派
に
実
施
し

ま
し
ょ
う
。
・
・
（
県
教
委
）

呈

一''''1111～


